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韓
国
の
高
等
教
育

二
階 

宏
之

　
韓
国
教
育
部
は
大
学
構
造
改
革
の
履
行

点
検
結
果
を
二
〇
一
六
年
九
月
五
日
に
発

表
し
た
。
二
〇
一
五
年
八
月
に
大
学
構
造

改
革
の
評
価
で
「
不
良
大
学
」（
Ｄ
・
Ｅ

ラ
ン
ク
）
に
評
価
さ
れ
た
六
六
の
大
学
の

う
ち
二
七
大
学
が
、
二
〇
一
七
年
に
は
政

府
の
財
政
支
援
事
業
が
制
限
さ
れ
る
。
Ｅ

ラ
ン
ク
に
評
価
さ
れ
た
一
一
大
学
は
、
政

府
の
財
政
支
援
事
業
、国
の
奨
学
金
、新・

編
入
生
へ
の
学
資
金
貸
与
が
制
限
さ
れ
る
。

Ｄ
ラ
ン
ク
に
評
価
さ
れ
た
一
六
大
学
は
、

既
存
の
財
政
支
援
事
業
は
継
続
さ
れ
る
が

新
規
事
業
が
制
限
さ
れ
る
。

　
韓
国
教
育
部
と
韓
国
教
育
開
発
院
が
二

〇
一
六
年
八
月
三
〇
日
に
発
表
し
た
「
二

〇
一
六
年
教
育
基
本
統
計
」
の
調
査
結
果

に
よ
る
と
、
二
〇
一
六
年
の
高
校
卒
業
者

の
国
内
外
大
学
進
学
率
は
六
九
・
八
％
で

あ
っ
た
。
大
学
進
学
率
の
調
査
方
法
を
変

更
し
た
二
〇
一
一
年
以
降
初
め
て
六
〇
％

台
を
記
録
し
た
。
大
学
進
学
率
が
落
ち
て

い
る
一
方
で
、
高
卒
者
の
就
職
率
は
徐
々

に
上
昇
し
た
。
二
〇
一
一
年
に
二
三
・
三

％
で
あ
っ
た
高
卒
就
職
率
は
、
二
〇
一
六

年
に
は
三
三
・
九
％
と
上
昇
傾
向
に
あ
る
。

韓
国
教
育
部
に
よ
る
と
今
後
も
大
学
志
願

者
数
は
減
少
す
る
と
予
想
し
て
お
り
、
大

学
進
学
率
の
減
少
で
競
争
力
の
な
い
大
学

は
、
消
滅
す
る
危
機
に
瀕
し
て
い
る
。
以

下
に
紹
介
す
る
本
で
は
大
学
の
構
造
改
革

や
国
際
化
へ
の
取
り
組
み
な
ど
を
論
点
と

し
て
、
韓
国
の
高
等
教
育
が
今
後
ど
の
よ

う
に
展
開
し
て
い
く
か
を
分
析
し
て
い
る
。

　
馬
越
徹
著
『
韓
国
大
学
改
革
の
ダ
イ
ナ

ミ
ズ
ム
：
ワ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス
（
Ｗ
Ｃ
Ｕ
）

へ
の
挑
戦
』（
東
信
堂
　
二
〇
一
〇
年
）は
、

一
九
八
〇
年
代
前
後
に
制
度
設
計
さ
れ
た

現
在
の
高
等
教
育
シ
ス
テ
ム
か
ら
約
三
〇

年
間
に
成
し
遂
げ
ら
れ
た
韓
国
の
大
学
発

展
を
踏
ま
え
、
二
一
世
紀
が
始
ま
っ
て
か

ら
約
一
〇
年
間
の
「
大
学
改
革
」
に
つ
い

て
論
じ
て
い
る
。
一
九
六
〇
年
代
か
ら
韓

国
高
等
教
育
界
で
は
、
政
府
の
支
援
は
な

い
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
行
う
と
い
う
慣
行

が
続
い
て
き
た
。
変
化
の
兆
し
が
み
え
た

の
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
へ
の
加
盟（
一
九
九
六
年
）

で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
ア
ジ
ア
金
融
危
機

で
あ
る
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
教
育
比
率
は
、

加
盟
国
の
最
下
位
に
位
置
し
た
た
め
、
韓

国
政
府
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
意

識
し
た
教
育
政
策
を
展
開
し
始
め
る
こ
と

に
な
っ
た
。
二
一
世
紀
に
入
っ
て
歴
代
政

権
が
重
視
し
て
き
た
の
は
、
第
一
は
世
界

水
準
の
研
究
大
学
育
成
事
業
、
第
二
は
国

家
の
均
衡
発
展
を
加
速
さ
せ
る
た
め
の
地

方
大
学
育
成
事
業
、
第
三
は
大
学
の
構
造

改
革
（
大
学
の
統
廃
合
）
で
あ
る
。
二
〇

〇
四
年
八
月
三
一
日
、
教
育
人
的
資
源
部

は
「
大
学
競
争
力
強
化
の
た
め
の
大
学
構

造
改
革
」
を
発
表
し
、
今
度
は
逆
に
上
か

ら
の
財
政
支
援
に
よ
り
、
大
学
の
統
廃
合

と
入
学
定
員
の
削
減
と
い
う
荒
療
治
に
出

た
。

　
大
学
入
試
競
争
が
激
し
く
み
え
る
韓
国

で
も
、
大
学
の
名
前
さ
え
気
に
し
な
け
れ

ば
大
学
に
入
る
こ
と
は
難
し
く
な
い
。
日

本
の
よ
う
に
ほ
ぼ
大
学
全
入
時
代
が
到
来

し
て
い
る
。
危
惧
さ
れ
て
い
る
問
題
は
、

大
学
教
育
の
質
の
低
下
と
、
定
員
割
れ
す

る
大
学
へ
の
対
応
で
あ
る
。
少
子
化
に
と

も
な
う
大
学
進
学
人
口
の
減
少
と
大
学
の

過
剰
供
給
に
よ
っ
て
、
大
学
教
育
の
質
の

保
障
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
尹

敬
勲
著
『
韓
国
の
大
学
リ
ス
ト
ラ
と
教
育

改
革
：
韓
国
の
「
大
学
構
造
調
整
」
政
策

の
展
開
と
課
題
』（Book & Hope

　
二

〇
一
三
年
）
で
は
、
韓
国
社
会
の
大
学
構

造
調
整
政
策
に
焦
点
を
あ
て
そ
の
推
進
過

程
を
紹
介
し
、
構
造
調
整
が
も
た
ら
し
た

大
学
の
経
営
と
政
策
の
構
造
的
問
題
を
考

察
す
る
。
韓
国
に
お
い
て
大
学
の
構
造
調

整
の
概
念
は
、
経
営
難
に
直
面
し
て
い
る

大
学
を
退
出
さ
せ
る
よ
う
に
促
す
積
極
的

か
つ
攻
撃
的
な
再
調
整
を
意
味
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
大
学
の
供
給
過
剰
が
「
青
年
失

業
」
と
い
う
韓
国
社
会
の
構
造
的
な
問
題

を
生
み
だ
し
、
そ
れ
が
、
就
職
に
有
利
な

資
格
や
キ
ャ
リ
ヤ
を
積
み
重
ね
る
「
ス
ペ

ッ
ク
社
会
」
を
形
成
す
る
悪
循
環
を
生
み

出
す
と
指
摘
す
る
。

　
東
ア
ジ
ア
地
域
内
に
お
い
て
、
中
国
か

ら
日
本
へ
の
留
学
生
移
動
が
最
も
多
く
、

次
に
韓
国
か
ら
中
国
へ
の
留
学
生
数
が
続

く
。
ま
た
、
留
学
生
移
動
の
増
加
率
で
は
、

中
国
や
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
か
ら
韓
国
へ
の

留
学
が
伸
び
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
東
ア

ジ
ア
地
域
内
で
留
学
生
移
動
が
増
加
し
た

要
因
と
し
て
は
、
国
際
移
動
・
交
流
が
大

衆
化
・
自
由
化
し
た
こ
と
、
ビ
ザ
・
入
国

審
査
の
緩
和
、
Ｉ
Ｔ
の
発
達
に
よ
る
情
報

革
命
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
各
国

や
各
高
等
教
育
機
関
に
お
い
て
、
留
学
生

獲
得
に
対
す
る
積
極
的
な
国
際
化
戦
略
が

行
わ
れ
て
い
る
背
景
が
あ
る
。
嶋
内
佐
絵

著
『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
留
学
生
移
動
の

パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
：
大
学
国
際
化
と
「
英

語
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
日
韓
比
較
』（
東
信

堂
　
二
〇
一
六
年
）
は
、
日
本
と
韓
国
に

お
け
る
英
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
総
体
的
な
実

態
を
明
ら
か
に
し
、
実
践
的
な
特
色
や
課

題
点
を
解
明
し
な
が
ら
、
英
語
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
持
つ
「
志
向
性
」
を
検
証
し
た
。
教

育
に
お
け
る
共
通
言
語
に
英
語
を
使
用
す

る
こ
と
で
、
留
学
先
と
し
て
の
日
韓
と
い

う
選
択
肢
が
生
ま
れ
、「
地
域
周
遊
型
」

と
い
う
新
し
い
留
学
の
形
を
表
出
さ
せ
た

と
い
う
。

　
韓
国
教
育
部
、
韓
国
教
育
開
発
院
の
調

査
に
よ
る
と
、
韓
国
へ
の
外
国
人
留
学
生

は
、
二
〇
一
二
年
の
八
万
七
〇
〇
〇
人
か

ら
二
〇
一
五
年
に
は
九
万
一
〇
〇
〇
人
に

増
加
し
て
い
る
。
学
位
取
得
に
限
定
す
る

と
二
〇
一
二
年
の
六
万
一
〇
〇
〇
人
か
ら

二
〇
一
五
年
に
は
五
万
六
一
〇
〇
人
に
減

少
し
て
い
る
。
留
学
生
の
増
加
は
語
学
研

修
等
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
大
学
の

構
造
改
革
で
質
の
保
証
を
図
る
と
同
時
に
、

今
後
は
韓
国
の
大
学
水
準
を
国
際
的
に
高

め
て
い
く
真
価
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る

で
あ
ろ
う
。

（
に
か
い　

ひ
ろ
ゆ
き
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所　
図
書
館
）
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